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西京の紹介

• 京都市立唯一の併設型中高一貫校

• ２００４年創立

• ２０１９年度からＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プ

ログラム）に協力し，生徒１人１台タブレットを
貸与しています
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ＩＣＴ活用

学びの多様化
教育データの

活用

学力向上 業務削減



授業の様子



今日の流れ

活用事例

① 配信されたプリントの活用状況

② ペンストローク

③ 長期休業中の課題の工夫

④ 小テストの実施と評価



BookRollの活用例
数学科

授業で配布したプリントや生徒
の作品，解答例やテスト問題な
どを，アップしておくことで，
生徒は自分のリズムで計画的に
学びを進めることができる



オンデマンド型オンラインの

メリットとデメリット

メリット

1. 見通しを持って，自分のリズムで，自分のペース

で学習を進めるとともに，いつでも振り返り学び

なおすことができる

2. 生徒の到達度・学習履歴をリアルタイムに教師が

捉えることができる



オンデマンド型オンラインの

メリットとデメリット

デメリット

1. 生徒の自己管理能力の差が，活用の差になる

2. 教師にとって教材作成・アップに負担感がある

3. 生徒のモチベーションを維持することが難しい

4. 対話の機会がつくりにくい



課題の配信

生徒がファイルの場所を迷わ
ないようフォルダに分けてい
ます。
BookRollでは生徒自身がフォ
ルダやファイルを変更できな
い仕様です。



課題の配信

教科書のＰＤＦファイルを
アップしているので，生徒は
教科書を学校に持ってくる必
要はありません。
授業で取り上げる課題は
BookRollにアップし，
授業後に解答例をアップして
います。
授業で取り上げる課題はおお
むねＰＤＦファイル１ページ
分です。授業課題プリントは
解答例を合わせて現在１３０
ファイルほどアップしていま
す。



課題の配信
直接ペンで書き込む生徒と閲
覧のみでノートに思考の流れ
を書く生徒がいます



① 配信されたプリントの活用状況



① 配信されたプリントの活用状況

解答例を配信することは，
欠席生徒や不登校生徒への
支援にもなります。
また，生徒の学び直し（振り
返り）に大きく役立ちます。



ログパレ(LOG PALETTE)

0207解答二次関数 （演習 習熟を図る④）

授業(７日)の課題について，
夕方に解答を配信

自分のリズムで振り返り

期末テスト(24日)
に向けた復習

まだ記憶に新しい
時に振り返り



子どもたちは，まさに自分の学びたいとき，自分が必要としているときに，学び直しを

することができる。

今までもプリントで同様の取組をしていた。教師が，配布・回収・点検・評価・返却の

後，子どもたちは保管・活用していた。デジタル化により，教師の配布と生徒の活用に

焦点化できる。



 勉強するときに，以前学習に活用したプリントなどを見やすく，復習がしやすい

 プリントなどよりも課題管理が楽な気がする

 それぞれに合わせたスピードで学習できる

 板書が間に合わなかったときなどに写真を撮って後で見返せる

 家庭環境に左右されずにみんなが一定の水準の授業を受けられる

生徒アンケート「１人１台タブレットのメリット」





②ペンストローク

週末の課題は紙版で１問，
Web版で１問にしています。
Web版はリコメンドを用い
ることで，その場で解答
を確認できます。
紙版は記述を主に取り上
げ，生徒の解答を解答例
としてコメント付きで週
明けにアップしています。



②ペンストローク

W45_0305「箱ひげ図」

ペンによる入力は，週末課題（Web）に限らず
授業の課題プリントでも行います。
後述の月曜日の朝学習「数ＳＭｏｎｄａｙ」は，
ペン入力による小テストです。



②ペンストローク

W45_0305「箱ひげ図」

結果を配信するだけでは，
デジタル化のメリットを
活かしきれているとは言
えません。
学習が進むにつれ，手順
を教えることが少なくな
ります。
一方で，解法の流れや要
点を知ることは特に低位
の生徒にとって必要です。
しかし，わざわざ教材と
して１から作るのでは教
師の負担が大きいので，
生徒の解法の流れや注釈
を共有する取組は効果的
だと思います。



分析ツールの活用
自己説明

方程式が解ける

方程式の解き方が説明できる

方程式の仕組みが分かる

自分自身の解答をトレースしながら，
その流れを文章化することは，技能の習得に加えて，
構造の理解という深い学びを得る手助けになる。
また，他者に説明する手立てになる。



自己説明 フィードバックと推薦機能

自分のストロークを再生して確かめな
がら，思考の過程を文章化する

AIが採点し，フィードバックする。ま
た，分析結果から自身の弱点（つまず
きポイント）を発見し，個々に適した
問題が推薦される





他者の学びに影響を受けながら，
自分の学びが
他者に影響を与えているが，
共に学んでいる感覚を生む
→中学生はおおむね好意的

教員による個別指導の代わりに
ＡＩが生徒の解答データを分析し
相対的に評価し
個別に指導してくれる
→教員の負担軽減



生徒個々に応じた問題を
推薦する
解答結果（正答率や解答時間など）は
データとして蓄積されていく



自己説明 フィードバックと推薦機能



自己説明 フィードバックと推薦機能





③ 長期休業中の課題の工夫



長期休業中の課題の工夫

１ページ１問にすることで
ページ（問題）ごとの
進捗状況や閲覧時間，正答率を
確認することができる



冬休み課題進捗チェック

R03_2年冬休みの課題プリント BookRollで課題を進めるとともに，
生徒自身が分析ツール(ログパレ)
で確認をすることができる

自分が不正解
だった問題につ
いて，他の生徒
の反応が分かる

冬休み中の他の
生徒の進捗状況
を確認できる



自己管理がうまくできない生徒やモチベーションを維持しにくい生徒にとって，今まで
も中長期的な自学自習（例＞長期休業の課題）は，取り組みにくい課題であった。紙を
デジタルに変えただけでは改善されない点である。

デジタルだからこそできるアプローチがある。今回使用したコンテンツでは，クラスメ
イトの進捗状況が日に日に変化している様子を見ることができ，自分のペースと比較で
きる。また，個々が３択で理解度を答えているので，自分の理解度とクラス全体の理解
度を比較し，学びを振り返ったり深めたりすることに役立つ。



 クラスメイトと比べ自分の課題ペースを見直すことができるので良いと思う。

 クラスの人が難しいと感じているところが分かって便利でした。

 実際，この冬休みに使ってみて，周りがどのくらいやっているかとかその問題に対し
てどのくらいの難易度と捉えているかがわかって，とても便利だった。有効活用でき
た。なので，これからもやってほしい。

生徒アンケート「「冬休み課題チェック」について意見や感想」



教師だけが見ることのできる分析ツールの画面より

生
徒
名

ファイルの閲覧達成率の
低い生徒へのアプローチが可能

問題ごとの閲覧時間を参考に，
休み明けに行うテスト問題を作成する

正答率からテストの平均点を
予想することができる



今までは，テスト問題を作成するとき，平均点や解答時間を「教師の経験を基に」

推定していた。

これが，分析ツールを用いることで，経験の浅い先生でも容易にでき，

また，問題作成にかかる時間を短縮することができる。





④小テストの実施と評価



毎週月曜日の朝に，一週間の習熟を測るために，７分間のテストと３分間の相互採点を行っている。

点数はGOALシステムに記録することで，自分の学びの状況を管理することができます。

２年数SMondayNo35(二次関数）



２０２１年２月１年生
小テスト（数SＭｏｎｄａｙ・・・毎週月曜実施 第２４回目）
夏休み明けからタブレットでの小テストを始め，１５回目の様子



テストの点数の記録することで，

自身の達成率の推移を視覚的に得ることができるとともに，

平均値などクラスの様子を知ることもできる。



ＧＯＡＬシステムによる数学学習のサポート

ＧＯＡＬシステムとは，自主学習能力を育成するこ

とを目的としたシステムであり，数学以外にも英語

の多読や運動，睡眠などでも活用中。

数学では，毎週月曜日の数SＭｏｎｄａｙの点数を記

録し，１週間のBookRollの閲覧時間とともに分析す

ることで，自分の学習傾向がわかる。

点数 学習時間





紙をデータに置き換える

ＩＣＴを効果的に活用する

グダグダのＩＣＴ活用より
今までの指導のほうが
効果があるのに…

教科書とチョークと黒板で
何の問題もないのに

なぜ？

教師の負担軽減 学力向上



ＩＣＴ活用

学びの多様化
教育データの

活用

学力向上 業務削減



紙をデータの置き換える

ＩＣＴを効果的に活用する

タブレットの全面利用

常にタブレット
１つで十分

• 教育データの
利活用が必要

• 取組の検証
• 学校だけでは

成立しない



学校

大学

情報
教育

働き方改革を
実践するための
効果的な
授業改善の方向性

ＩＣＴを活用した
授業実践の記録

誰もが気軽に実践できる
効果的な
ＩＣＴの活用方法
その支援

教育実践に伴う
多様な教育データ

教師が持つ経験に
基づいた知恵や情報を
積極的に公開・共有する

ＩＣＴを積極的に活用し
生徒や教師の活動を
データとして蓄積する



さいごに

2022.3実施

後期授業アンケート
分析結果より



さいごに

ＩＣＴの活用が

① 教師の業務削減

② 生徒の学力向上 につながる

もうすぐ

生徒にとってはＩＣＴの活用は当たり前のことになる

私にとって，ＩＣＴの活用は

指導力（授業力）の向上につながっている



さいごに

次のステップ

長期休業課題や問題集など

一定期間一定量の問題を課し，その成果を確認テストで評価する場合

自分の履修状況（正答率や解答時間など）に応じて

自分にとってベストなプレテスト（予想問題）を自動作成するシステム

教室で行っている対面一斉授業＋協働学習を

遠隔のシステムに落とし込んだだけの双方向型遠隔授業ではなく

より効果的な双方向型の遠隔授業



遠隔授業の可能性

一斉
授業

個別
学習

協働
学習

遠隔
授業



生徒と教師間の双方向だけではなく，ブレイクアウトルームの活用による生徒間
をリアルタイム双方向型にすることで，多様な他者との協働的な学びが実現した。



生徒間の双方向には，ブレイクアウトによるチャットやノートの共有を用いた
遠隔授業への期待は９０％を超えている



最後までお付き合いいただきありがとうございました

今後も情報共有させていただければ幸いです

京都市立西京高校附属中学校 主幹教諭 宮部剛

連絡先：g-miyabe@edu.city.kyoto.jp


